
首里城正殿復興記念事業 

久米島・中城村交流公演「島の伝統文化」 
 

令和元年１０月３１日未明に発生した首里城火災。燃えゆく首里城の姿は、人々

の心に衝撃とさまざまな思いを残しました。 

 あれから７年。今年１１月に、首里城正殿が復興を果たします。この節目に、沖縄県

文化協会主催のもと、県内７地域で記念事業が開催されます。久米島は中城村文

化協会の皆様との交流公演として「島の伝統文化」と題し、首里王府と久米島との歴

史的つながりをたどってまいります。 

琉球王国の時代、久米島は首里王府と深い関わりを持つ島の一つでした。 

王府への貢納品としての久米島紬や、首里の国王や聞得大君に謁見したと記録され

ている、久米島の最高位の神女である君南風（チンベー）は、今も島の人々に受け継

がれています。そして祈りの場で歌われた古謡やウムイ、クェーナなどは、久米島の民

俗芸能へとつながっていきます。 

物を通じて、祈りを通じて、そして歌や芸能を通じて。 

首里王府を中心に、久米島と中城は、それぞれの土地で育まれた芸能や文化を通し

て琉球の歴史を支えてきました。今、その文化を受け継ぐ人々が再び出会い、芸能を

通して交流いたします。 

プログラム 
 

講演「首里城と久米島のつながり」 沖縄県文化協会 

（幕開）かぎやで風節、恩納節、辺野喜節 
中城村文化協会古典音楽部会、古典舞踊部会、

久米島町文化協会古典音楽部会 

瓦屋、護身の舞 中城村文化協会古典音楽部会、古典舞踊部会 

周氏の棍(大)、アーナンクー、アーナンクー分解、

前里のヌンチャク、棒対棒 
中城村文化協会古武道部会 

谷茶前、高平良万歳 中城村文化協会古典音楽部会、古典舞踊部会 

打豆節 字真謝民俗芸能保存会 

かたみ節 字山里民俗芸能保存会 

西銘あやぐ 字西銘民俗芸能保存会 

体操浜千鳥 字仲泊民俗芸能保存会 

（フィナーレ）首里城音頭 久米島町民踊レク愛好会 

プログラム内容は変更になる場合がございます。 

10 月 13 日㈫～18 日㈰久米島博物館にて、「近現代首里城 100 年ものがたり」他、パネル展を開催いたします。 

 

久米島町文化協会 

〒901-3123 沖縄県島尻郡久米島町大田 584-1 久米島町老人福祉センター内 

電話:098-985-5221/090-8597-6082 E-mail : kumebunka@gmail.com 


